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著者 らはさきに製錬工学的立場か ら溶融鉄q)肇度 と粘度を高精度に測定し
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蕗では温度 とともにきわめてゆるやかに戚少す るが,約 1550-1550℃の
温度範囲で急激に低下し, 1550-1590℃では再び減少はゆるやかとなり,
約 1600oC附近で急激VC増加することが観察され,俗融鉄の場合よりも俊座





示す ものであるO次にFe-0.18wt･% C溶融合金の粘性測定結果 事)をFig.5
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うな考え方VCよりう ま く説明できる｡す なわち 1550-1550℃にかけての
密度の低下ならびに 1550℃付近における粘睦の温度依存性の変化は,1580





めてい くと, Fe-C 系溶融合金では,溶融鉄の場合よりも低吟温度領域で
∂鉄の頑1'Ll構埠が くずれることが憩像され･このことは本実験綜巣 ともうま･
く対応している.次に1600oC付近における密度と糖性の増大については次の ように
推察す ることができるo すなわちFe-C溶融合金中の炭素の活量は 1%C以
下ではRaoult別から負′偏移 をとろことが知 られてお り21,)したがちて本組
成のような低炭素合金液体では異種原子間の結合すなわちFe-C原子の
Clustering を考えることができるO この clusterを今 1600℃ 以 下




































Fig.5 Viscosity of liquid Fe-0.18%C
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